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琵琶湖・淀川流域対策に係る研究会（第９回） 議事概要 

１ 開催日時： 平成 28 年 1 月 29 日(金) 10:00～12:00 

２ 場    所： 関西広域連合 本部事務局 大会議室 

３ 出 席 者： 中村正久委員(副座長)、石田裕子委員、角哲也委員、津野洋委員、 

中川一委員、嘉田由紀子顧問 

４ 議    事： 琵琶湖・淀川流域における全体課題の整理 

 総合的な視点での課題解決の方向性 － 統合的流域管理の可能性 

(1) 琵琶湖・淀川流域における全体課題の整理 

○ 地下水保全や大阪湾の環境保全など、各委員指摘の追加課題を説明 

(2) 総合的な視点での課題解決の方向性 － 統合的流域管理の可能性 

○ 琵琶湖・淀川流域の抱える課題および解決の方向性（たたき台）を説明 

(3) 審 議 

琵琶湖・淀川流域における全体課題の整理について議論がなされた。 

・ 環境基本法改正後のキーワードである｢地域の健全な水循環｣の概念をしっかりと

位置付けておくべき｡リン枯渇への対応も課題として追記すべき｡(津野委員) 

・ (水質については)排水を規制するという従前の考えではなく、水循環で考えれば

地域での再利用などをきちんと評価できるのではと考えている。(津野委員) 

総合的な視点での課題解決の方向性について議論なされた。 

・ 流域文化・暮らしのところがまさに横串を刺すところである。シンポジウムでの

議論を通じて重層的ガバナンスの具体的な提案が出せると思う。（嘉田顧問） 

・ もう一歩踏み込んで､水循環や森林･土砂管理など、従来の枠組みで出来てきてお

らず、今後重点的に進めるべきものを明らかにしていく方がよい｡(角委員) 

・ 望ましい重層的ガバナンスのあり方とプロセスとを整理したうえで、そのプロセ

スに対して関西広域連合がどのように貢献できるのかを議論をしていく。（中村副

座長・中川一委員） 

(4) 今後の研究会スケジュール  

第 10 回 研究会提言（素案）検討  平成 28 年 3 月 25 日 

第 11 回 研究会提言（案）検討  平成 28 年 6 月 

連合委員会 報告（研究会提言(案)） 平成 28 年 7 月 

研究会提言 取りまとめ   平成 28 年 8 月 

（以上） 

資料３
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流域管理シンポジウム －流域のこれからをみんなで考えるシンポジウム－ 議事概要

１ 開催日時： 平成 28 年 1 月 29 日(金) 13:00～17:00 

２ 場    所： 大阪国際会議場(グランキューブ大阪) 1001～1002 会議室 

３ 出 席 者： 別紙のとおり。 

４ 来場者数： 95 名 

(1) 基調講演「琵琶湖・淀川流域の発展とこれからの治水」 

（中川博次 京都大学名誉教授，研究会座長） 

・ 地域の事情に明るい住民の知恵が不可欠。自治体･民間･ＮＰＯ･研究機関の連携強

化による総合的な対策立案と実施が必要。－ 地域主導型へ移行 

(2) 特別講演「生態系サービスと流域マネジメント」 

（中村正久 滋賀大学環境総合研究センター教授，研究会副座長） 

・ 重層的ガバナンスの考え方を中心に、これまでの研究会での議論のレビューとと

もに、生態系サービスの視点から見た意義について講演 

(3) パネルディスカッション「流域の暮らしと文化、そしてこれから」  

（進行：嘉田由紀子 びわこ成蹊スポーツ大学長，研究会顧問） 

パネリストによる各地での取組事例の報告後、「統合的流域管理」「流域ガバナン

ス」「民主的ガバナンス」の実現に向けて何が必要かについて議論がなされた。 

・ “現場で回る”持続可能な社会システムを造ること重要である。有りたい未来を

先に見てバックキャストして計画を立てると、ビジネスや活動でも嫌々ではなく

ワクワクしながら取り組める。（秋葉氏） 

・ ｢私たち｣｢コミュニティ｣｢グローバル｣の３層で流域ガバナンスを考えれば、流域

を「私たち」に落とし込めるのではないか。目指すべきは、｢グローバル｣を見な

がら実践を｢私たち｣がやる“Think locally, act globally”。（戸田氏） 

・ 私たちにとって「統合的流域管理」が当たり前の言葉になっていけばいい。例え

ば、「地産地消」は今では当たり前で、○○産と書いていないとみんな無視する。

持続可能とは一人ひとりが当たり前に思うこと。（横山氏） 

【会場からの意見】 

・ 流域の問題は生活者に直接かかってくる問題で、市民も井の中の蛙にならず俯瞰

することが必要だ。 

・ 地域に生きる本質は、そこにある地域資源をストックとしてだけで考えるのでは

なく、持続的な利用のフローを作ることにある。 

・ 国に対して「淀川の管理権限を関西に移すべきだ」「関西の言うことをそのまま取

り入れるべき」と要望されたい。 

（以上） 



地域の個性 活  流域      実現 向  
琵琶湖 淀川流域対策 係 研究会  議論

‐ 1 ‐ 

琵琶湖 淀川流域対策 係 研究会

設置期間 平成 26 年 7月   平成 28年 6月  ２年間 

諮問事項 1）琵琶湖 淀川流域    課題整理 
2）流域対策   方 統合的流域管理 実現の可能性 

研究会委員 石田   裕子 摂南大学 理工学部都市環境工学科 准教授 
角     哲也 京都大学防災研究所社会防災研究部門 教授 
多々納 裕一 京都大学防災研究所水資源環境研究センター 教授 
津野     洋 大阪産業大学人間環境学部 生活環境学科 教授 
中川     一 京都大学防災研究所流域災害研究     教授 

座長 中川   博次 京都大学名誉教授 
副座長 中村   正久 滋賀大学 環境総合研究センター 教授 

研究会顧問 嘉田 由紀子 びわこ成蹊スポーツ大学 学長， 前滋賀県知事

検討経過 
平成 26 年 08 月 14 日 趣旨説明、研究会の進め方

9月 29 日 流域 変遷 取組概要 平成 25年台風 18号洪水の概要
10月 27日 構成府県市の取組（治水・防災を中心に）

平成 27 年 01 月 19 日 主として、治水・防災に関する課題
4月 20 日 主    利水 水質 関  課題
7年 27 日 主    自然環境 流域文化 関  課題
8月 31 日 相互関係、生態系サービスの評価（ゲストスピーカー 兵庫県立大学 三橋弘宗 講師） 
10 月 01日 全体課題 流域     （          同志社大学 新川達郎 教授） 

平成 28 年 01 月 29 日 総合的な視点での課題解決 － 統合的流域管理 可能性
 拡大研究会 － 流域のこれからをみんなで考えるシンポジウム

琵琶湖 淀川流域 抱  課題   解決 方向性（   台 ー 第９回研究会 資料  ）

課題 琵琶湖 淀川流域    取 組   課題

河川整備 着実 実施 総合治水 流域治水 推進
水系一貫の計画的な河川整備  地域特性 応  流域対応 etc.

流域生態系     総体的 維持 向上
流域自給圏  農林水産業 活性化  グリーンインフラ  自然再生 etc.

利水     多重化
代替水源の確保  ネットワークの多重化  雨水 井戸水利用 etc.

総合土砂管理 推進
土砂法の区域指定  流木 考慮  河道計画  土砂の動的平衡 etc.

地下水の保全 
地表水との一体的保全  法的枠組みの構築 etc.

水 危機管理 強化
新技術・情報の活用  連携強化  施設運用の改善  流域圏外  水融通 etc.

水     老朽化対策
コスト縮減  選択と集中  上下水一体管理 広域化 民営化 etc.

流域文化 個性 繋   再生
地域 個性 役割 再認識  地域資源 活   経済活動 自立 etc.

（裏面    ）
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琵琶湖 淀川流域 抱  課題   解決 方向性（   台 ー 第９回研究会 資料  ）

方向性 地域 個性 活  流域      実現 向  － 統合的流域管理 実現 可能性
統合的 流域管理 必要性
… 課題解決   行政界 越  流域単位 視点 行政分野 横断  複眼的 視点 必要 
… 流域 暮  人々の共通認識・相互理解 主体的参画 統合的 流域管理 原動力 

流域管理 目標
… 流域圏     単位    生態系     総体的 維持 向上 図     水 起因           軽減   
    持続可能 水利用 実現         将来     圏内住民       享受  福利 最大化

望   流域管理 あり方 － 重層的ガバナンス 
… 流域住民 ＮＰＯ 事業者 市町村 府県 国 各部局    流域各主体 連携 協調 基本
…      課題 対  臨機応変 関係各主体 集  議論  試行錯誤 経 意思決定   重層的     

流域管理     関西広域連合の果たし得る役割？？ －「連携・調整」「活動促進」

①流域       － だれでも使える共通のものさし
…公開            技術 活用  流域 
さまざまな状態（各種リスクや生態系サービス）に
ついて、流域全体 地先   で定量評価。

…自治会 学区 市町村 府県 流域圏  任意の
範囲で集計でき、     立場  比較衡量 
取組効果の確認も可能。 

…流域各主体 特 流域 暮  人々 共通認
識 相互理解 醸成            

…課題の因果関係や便益 帰着構造の分析にも。

②ベスト・プラクティス － 課題解決のヒント
…国内外から参考となる広域的・分野横断的
 先進事例 収集。

…成功要因と適用可能性を分析 流域各主体
が使いやすい状態にして共有。

③流域学習 － 流域      担 手育 
…さまざまな世代、主体に属する人々が、幅広
 視点  流域 学 ツール、機会を提供。 

…流域 暮  人々 事業者 研究機関、行
政各部局が双方向で学びあうことが重要。

ビジョン の共有
(あるべき将来像) .   ...

課題の設定

解決方策の決定

実施（関係各主体が連携）

評価

ビジョン（あるべき将来像）に近づくよう、

-取り組むべき課題の検討⑥

（広域的・分野横断的な視点＆流域に暮らす人々の視点）

国内外のベスト・プラクティス等を参考に、

「有効な手段のリストアップ」と「構成」により、

-解決方策（案）の検討⑦

-流域のアセスメントの実施・共有①

-国内外のベスト・プラクティスの収集・分析・共有②

-総合的な流域学習の推進③

-共有できるビジョン（あるべき将来像）の提案④

（連携・調整）

関係各主体による

議論のお膳立て

機会・場づくり

＋

課題と解決方策（案）

の提案

（活動促進）

関係各主体による

取組の支援
流域のアセスメントを活用し

-取組効果の確認（事後評価）⑧

流域全体の

共通認識・相互理解
の醸成

流域各主体が議論するための

-機会・場づくり⑤

試
行
錯
誤
の
積
み
重
ね






